
 

 

２０２４年の幕開けです 

校長 松本麻巳 

１月１日１６時１０分頃、石川県能登地方で最大震度７の地

震が発生しました。その後も余震が続き、建物の倒壊、土砂崩

れ、津波などにより被害は拡大し、現在も行方不明の方、避難

所生活を余儀なくされている方々が数多くいらっしゃいます。

亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、

被災されました皆様に心からお見舞い申し上げます。また、被

災地の救済、復旧にご尽力されている方々に深く敬意を表しま

す。皆様が一刻も早く日常生活を取り戻せますように、お祈り

申し上げます。 

大きな地震が発生するときは、気象庁から緊急地震速報が伝

えられます。テレビ・携帯などで専用の通知音を見聞きされた

方も多いと思います。緊急地震速報は、地震が発生してから強

い揺れが襲来するまでのごく短い時間を活用して、地震による

被害を軽減しようする情報です。震源に近い場合やあまりにも

規模が大きい場合は、間に合わないこともあります。利用の心

得としては、「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安

全を確保すること」が大切です。 

気象庁が発表している「様々な場面における具体的な対応行

動」（都市型の場合の抜粋）は次の通りです。 

【家庭（屋内）では】 

・頭を保護し、大きな家具から離れ、丈夫な机の下等に隠れる 

・慌てて外へ飛び出さない 

・その場で消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は

無理して消化しない 

・扉を開けて避難経路確保（海沿いは津波・山沿いは土砂崩れ

に注意する） 

【屋外では】 

・ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒に注意し、これらのそ

ばから離れる 

・ビルからの壁、看板、割れたガラスの落下に備え、ビルのそ

ばから離れる（丈夫なビルのそばであれば中へ避難する） 

【エレベーター利用中】 

・最寄りの階で停止させ、速やかにエレベーターから降りる 

地震はいつ起こるか分かりません。これらの具体的な行動例

を元に、状況に応じて考えて行動できるよう、堀船小学校でも、

学年に応じて指導しています。２０２４年の幕開けです。今年

も子供たちとともに、安全と安心のある学校づくりを目指しま

す。保護者・地域の皆様には引き続き、ご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

日 曜 １月 行事予定 

１ 月 元旦 

２ 火  

３ 水  

４ 木 学校閉庁日 

５ 金  

６ 土  

７ 日 冬季休業日終 

８ 月 成人の日 

９ 火 
全学年４時間授業 
計測（５・６年） 

10 水 

１～４年４時間授業 給食始 
５・６年５時間授業 委員会活動 
計測（２年） 

11 木 計測（１年） 社会科見学（５年） 

12 金 
安全指導日 
計測（３・４年） なわとび月間（終） 

13 土  

14 日  

15 月 
クラブ活動 ３年６時間授業（クラブ見学）      
書き初め展始  

16 火  

17 水  

18 木 ユニセフ集会 

19 金 
北区連合展覧会（始）連合展覧会見学（４年）   
飛鳥山見学（３年）  

20 土 
土曜授業（公開） 

書き初め展終 

21 日  

22 月 ユニセフ募金（２６日金まで） 

23 火  

24 水 
１年３組 ３年１組 ３年２組 ４年２組 ５時間授業 
他学級４時間授業 

25 木 北区連合展覧会終 

26 金 
１年１組 ５時間授業 
他学級４時間授業 

27 土  

28 日  

29 月 車いすラグビー（５年） 

30 火 
１・２年４時間授業  
新１年生保護者会 

31 水 薬物乱用防止教室（６年） 
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学校だより 

＊予告なしの避難訓練があります。 

【教育目標】 ○やさしい子 ○考える子 ○健康な子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の生活目標 「礼儀正しくしよう」 
生活指導部 

「礼儀正しい」と聞くと、皆さんはどんな振る舞いを思い浮かべるでしょうか。相手の顔を見て挨拶する、き

れいな言葉を使うなど様々なものがあります。堀船小学校では、昨年の１１月に３年ぶりとなる「あいさつ運

動」を行い、４～６年生が代表として校門に立ち、元気なあいさつをしてくれました。すると、普段はあいさつ

の声が小さい子も大きな声であいさつをする姿が見られるようになりました。あいさつは、人と人との関係をよ

りよくできる最高のコミュニケーションです。子供は大人の姿を見て学びます。堀小の子供たちの見本となれる

よう、教職員も進んであいさつをしていきたいと思います。新年は様々な場面であいさつをする機会も多くなり

ます。ぜひ、ご家庭でも子供たちと一緒にたくさんあいさつをしてあげてください。 

 子供たちが席書会で書いた作品を以下の日程で掲示します。是非ご覧ください。 

期間：1月１５日（月）～１月２０日（土） 

時間：１月１５日（月）～１月１９日（金）１５：５０～１７：３０ 

１月２０日（土）８：３５～１１：０５  ＊教室への立ち入りはご遠慮ください。 

場所：各教室前の廊下 

持ち物：名札（必ず着用してください）、筆記用具、スリッパ、靴を入れる袋 

※ご来校された際は、昇降口で名簿にチェックしてください。上りは全て第一階段、下りは第二階段を

ご利用頂き、第二昇降口から校舎を出て頂きますよう、お手数ですが宜しくお願い申し上げます。 

書き初め展について 

国語部 

人権月間の取り組み 
人権教育担当 

１２月の人権月間では、子供たちが人との関わりを大切にし、安心して生活・学習できる環境を整え

るため、２つの取り組みを行いました。 

①自分からあいさつをする。友達や先生に元気よくあいさつをしたり、すれ違ったときに会釈をしたり 

するなど、あいさつを通して人との関わりが増え、明るい気持ちで生活する様子が見られました。 

②「人権の木」を葉っぱや木の実でいっぱいにする。葉っぱには、自分ががんばったこと、木の実に 

は、友達ががんばっていることや、すてきなところを書きました。この取り組みから、自分や友達の 

よさにたくさん気付き、職員室前は、葉っぱや木の実でいっぱいになりました。 

 自分も相手も大切にし、子供たちの思いやりのある行動がたくさん見られたよい機会となりました。 

引き続き、子供たちがお互いに認め合える教育環境を整えていきたいと思います。 

 


